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１．安全にお使いいただくために 

本製品は、正しく取り扱うことにより安全にご使用いただけます。誤った使い方は、火

災や感電による人身事故につながることがあります。こういった事故を防ぐために、以下

の注意事項と本取扱説明書の内容をよく読んで、十分に理解し必ずお守りください。 

１－１ 警告 

この注意事項を守らなかった場合、死亡または重傷を招く可能性があること

を示しています。 

警 告 

■電源は、定格内でご使用ください。

電源は、直流１２～２４ボルト(ＤＣ１２～２４Ｖ)をご使用ください。 

異なる電源電圧で使用した場合には、火災や感電を招く可能性があります。 

■配線作業時は、電源をＯＦＦしてください。

 電源の配線、インターフェースの接続などの配線作業をするときは、必ず電

源を切った状態で行なってください。感電や故障の原因となります。 

■電源コードを傷つけないでください。

電源コードが破損していると、火災や感電を招く可能性があります。 

以下のことをお守りください。 

・電源コードを無理に曲げたりねじったり引っ張ったりしない。 

・重いものをのせない。 

・電源コードを溶かすような熱機具や薬品などを近づけない。 

■ケースを開けないでください。

感電や故障の原因となります。 

■内部に異物や水、油などを入れないでください。

内部に異物や水、油などが入ると、感電や火災、故障の原因となります。 

１章
安全 
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１－２ 注意 

この注意事項を守らなかった場合、けがをしたり、装置または周辺に損害を

与えたりする可能性があることを示しています。 

注 意

■重いものを乗せたり、無理な力を加えたりしないでください。

破損する可能性があります。また、破損によりけがをする可能性があります。 

■強い衝撃を与えないでください。

精密機器ですので、強い衝撃により故障する可能性があります。 

１－３ 一般的な注意 

■ご使用になる前に、必ず本製品の機能および性能が正常に作動している

ことを確認し、輸送による異常がないことを確認してください。

■万一、本製品が故障した際にも、各種の損害が防止されるように、十分

な保全対策を施してご使用ください。

■本取扱説明書に示された規格や使用方法以外でのご使用や、改造を施し

た製品については、機能および性能を保証いたしかねますので、ご了承

ください。

■本製品を他の機器と組み合わせてご使用になる際は、使用条件および環

境などにより、その機能および性能が十分に発揮されない場合がありま

す。十分にご検討のうえご使用ください。

■本取扱説明書で指示している部分以外は、絶対に改造や分解、修理を行

なわないでください。誤った操作や取り扱い、使用環境に起因する損害

については保証しかねますので、ご了承ください。

１章
安全 
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１－４ 使用環境に関する注意 

次の場所では使用しないでください。 

故障や事故の原因となります。 

■周囲温度が０℃～５５℃の範囲を超える場所

■周囲湿度が３５～８５％ＲＨの範囲を超える場所

■蒸気、ホコリなどの多い場所や、水、油、薬品、溶接のスパッタなどがかかる恐れの

ある場所

■磁気、静電気、振動が発生する場所

■直射日光が当たる場所

■温度の変化が急激で結露するような場所

■腐食性ガス、可燃性ガスのある場所

■漏電、漏水の危険がある場所

■火気の周辺、または熱気のこもる場所

１－５ メンテナンス 

■本製品の分解は、絶対におやめください。

事故や故障の原因となります。

■汚れなどのお手入れのときは、清潔な乾いた布で乾拭きしてください。

アルコールやシンナー、ベンジンなどの揮発性溶剤は使用しないでくだ

さい。事故や故障の原因となります。

■汚れがひどい場合は、中性洗剤を薄めたものを布に浸して拭き、その後、

硬く絞った布で水拭きをし、最後に乾いた布で乾拭きをしてください。

１章
安全 
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２．제품의 개요 

２－１ 개요 

지시자 SA-CD1 감지기와 연결하여 치수 측정 및 합격 판정을 실시 할 수있는 기기입니다.

■ 표시기

型式 特長 
합불판정 

출력 

ＲＳ－２３２Ｃ

통신 

ＢＣＤ 

출력 

ＳＡ－ＣＤ１Ｎ 합불판정출력 ○ － － 

ＳＡ－ＣＤ１Ｎ／ＲＳ ＲＳ－２３２Ｃ통신 ○ ○ － 

ＳＡ－ＣＤ１Ｎ／ＢＯ ＢＣＤ출력 ○ － ○ 

■ 연결가능한 검출기 (별매)

주 의

■아래의 제품 이외를 연결하지 마십시오. 사고 나 고장의 원인이됩니다.

형식 특징 측정범위 분해능 지시정도 

ＳＡ－Ｓ１１０ 슬림 타입 / 고정밀 형 １０ｍｍ ０．１μｍ １．０μｍ 

ＳＡ－Ｓ５１０ 슬림 타입 / 일반형 １０ｍｍ ０．５μｍ ２．０μｍ 

주) 지시 정밀도는 주위 온도 20 ℃ 일 때의 값입니다.

해상도 및 매개 변수 설정
연결 검출기에 의해 해상도가 다르지만 자동으로 감지하도록되어 있습니다. 따라서 기존 
제품과는 달리, 파라미터의 설정이 필요합니다.
검출기를 다른 것에 교체 할 경우 반드시 전원을 끄고 "Reset"을 실시하고 나서 사용해주
십시오.

■ 옵션 (별매)
型式 名称 説明 

ＳＡ－ＣＤ－ＳＨ２Ｍ 검출기 용 케이블 스트레이트 커넥터 2m
ＳＡ－ＣＤ－ＳＨＬ２Ｍ 검출기 용 케이블 L 형 커넥터 2m
ＳＡ－ＣＤ－ＢＯ２Ｍ BCD 케이블 ２ｍ 

ＳＡ－ＣＤ－ＲＳ２Ｍ RS-232C 케이블 트리거 입력 케이블 부착 2m

상기 이외의 길이는 문의 바랍니다.

２章
製品 
概要 
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■ 구성

표시기 SA-CD1N · SA-CD1N / RS · SA-CD1N / BO는 뒷면의 화면이 다른 것입니다.

ＳＡ－ＣＤ１Ｎ ＳＡ－ＣＤ１Ｎ

／ＲＳ 

ＳＡ－ＣＤ１Ｎ

／ＢＯ 

표시기본체 

○ ○ ○ 

패널 설치 범위
(M3 × 18 나사 2 개 포함)

○ ○ ○ 

I / O 커넥터

○ ○ ○ 

설명서 

○ ○ ○ 

비고 

트리거 입력 용 케
이블 부착 타입은 
별매입니다. 트리
거 입력이 필요없
는 경우는 상용 인
터 링크 케이블을 
사용할 수 있습니
다. ※ 1

BCD 용 커넥터는 
동봉되어 있지 
않습니다.
케이블 부착 커
넥터는 별매입니
다.

※ 1 : RS-232C 케이블은 2m 이하로하십시오.

２章
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３．接続と設置 

３－１ 設置の前の注意 

注 意

■フロントパネル周囲のゴムの保護カバーは外さないでください。

防塵、防滴および静電気対策のための保護カバーです。外した場合、故障の原

因となります。

■背面のコネクタ部の保護カバーは、コネクタを接続しない場合は外さないでく

ださい。外した場合、静電気などによる故障の原因となります。

３－２ 表示器のパネル取り付け 

■ パネルカット寸法

表示ユニットを取り付けるパネルのカット寸法は右図の通りです。 

■ パネルへの取り付け

１． 本体をパネル穴に入れ、背面側より取付枠を本体に挿入し、本体が動かないよう

に引っ張りながら、パネル取り付け枠の端面がパネル面に当るまで押込んでくだ

さい。 

２． 本体が動かないように引っ張ったまま、パネル取り付け枠の着脱レバー先端をさ

らに押込み、パネル取り付け枠の噛合い爪が本体のラチェットに深く噛み合うよ

うにしてください。 

３． 取り付け状態が不安定な場合、添付のタッピングネジＭ３×１８（２本）を、パ

ネル取り付け枠の対角線上に開いた穴に均等に締め込み、安定することを確認し

てください。 

３章
接続 
設置 

パネル厚さ＝ＭＡＸ７ｍｍ 

Ｍｉｎ８０ｍｍ 

Ｍ
ｉ
ｎ
８
０
ｍ
ｍ

 

４
５
ｍ
ｍ

 

４５ｍｍ 

＋
０
．
５

 
０

 

Ｍ
ｉ
ｎ
８
０
ｍ
ｍ

 

４９×ｎ－４ｍｍ 
＋０．５ 

 ０ 

(密着取り付けの場合) 

４
５
ｍ
ｍ

 
＋
０
．
５ ０

 

＋０．５ 
 ０ 
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■ パネルからの取り外し 

１． ネジを締め付けてある場合は、ネジ先端がパネル取り付け枠内に収まるまで緩め

てください。 

２． パネル取り付け枠の着脱レバーを指で押し広げ、パネル取り付け枠の両側の噛合

い爪を本体から外した状態で後方に引いてください。 

 

 ３－３ 検出器との接続 

 
注   意 

■配線作業時は、電源をＯＦＦしてください。 

 検出器のケーブルを抜き差しするときは、必ず電源を切った状態で行なって

ください。感電や故障の原因となります。 

表示器の検出器用コネクタへ検出器の接続コネクタを、形状を合わせてしっかりと奥ま

で差し込んでください。 

 

 ３－４ 電源およびＩ／Ｏケーブルの配線 

 
警   告  

■電源は、定格内でご使用ください。 

 電源は、直流１２～２４ボルト（ＤＣ１２～２４Ｖ）をご使用ください。 

 異なる電源電圧で使用した場合には、火災や感電を招く可能性があります。 

■配線作業時は、電源をＯＦＦしてください。 

 配線作業をするときは、必ず電源を切った状態で行なってください。感電

や故障の原因となります。 

 また、電源を入れる前には、すべての機器の接続が正しく確実に行われて

いることを確認してください。 

電源をＯＮした直後は安定しないため、測定値が変動することがあります。 

電源投入後、約１０分間経過してから使用してください。 

 

配線する位置は右図の通りです。

具体的なケーブルの配線方法につ

いては、「７－２－２ ケーブルの

配線方法」（Ｐ３１）を参照くださ

い。 

３章 
接続 
設置 

② ＋Ｖ ①  ＦＧ 

④ ０Ｖ 

表示器へ 

取り付ける 

方向 
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４．各部の名称と機能 
 

 ４－１ 操作キー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①      ②       ③      ④ 

 

 

 

Ｎｏ. キー表示 キー名称 内容 

① 
ＰＲＭ パラメータ 初期パラメータおよびＳＥＴ Ｎｏ．パラメ

ータの設定を行ないます。 

② 

ＳＥＴ セット パラメータの登録を行ないます。 

初期パラメータまたはＳＥＴ Ｎｏ．パラメ

ータの設定のときにのみ有効です。 

③ 

 上矢印 数値入力時の数値の変更を行ないます。 

初期パラメータまたはＳＥＴ Ｎｏ．パラメ

ータの設定のときにのみ有効です。 

Ｐ．ｃｌｅａｒ ピーククリア ピーク値のクリアを行ないます。 

測定時にのみ有効です。 

④ 

≫ 右矢印 パラメータの登録、または数値入力時の入

力桁の移動を行ないます。 

初期パラメータまたはＳＥＴ Ｎｏ．パラメ

ータの設定のときにのみ有効です。 

Ｒｅｓｅｔ リセット 測定値の現在値をゼロにします。 

（ＰＲＥＳＥＴ値を設定している場合は、

ＰＲＥＳＥＴ値になります。） 

測定時にのみ有効です。 

 

 

≫
 

４章 
名称 
機能 
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４－２ 화면표시 

①  ② ③ ④  ⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

Ｎｏ. 화면표시 내용 비고 

① 

ＳＥＴ Ｎｏ ８ 선택한 SET No. 를 표시합니다.
８ SET No. 매개 변수 (No.SP10)를 r-x로 설정 

한 경우 판정 한 순위를 표시합니다.

이 때、「ＳＥＴ Ｎｏ．」문자는 표시되
지 않습니다

②
－ＮＧ 측정 값이 설정 한 -LIMIT (하한값) 미만일 

때, -NG를 표시합니다. SET No. 매개 변
수 (No.SP10)가 
C-3의 경우에만 
표시됩니다.

③

ＯＫ 측정 값이 설정 한 -LIMIT (하한) 이상이고 
+ LIMIT (상한치) 미만일 때 OK를 표시합
니다.

④
＋ＮＧ 측정 값이 설정 한 + LIMIT (상한치) 이상

일 때 + NG를 표시합니다.

⑤ 

Ｃ、＋Ｐ、―Ｐ 

Ｐ－Ｐ、Ｐ－Ｐ／２ 

현재 측정 모드를 표시합니다.
Ｃ  ：현재값 

＋Ｐ  

－Ｐ  

Ｐ－Ｐ

：최대값 

:  최소값
 : 최대값 - 최소값

Ｐ－Ｐ／２：（최대값 - 최소값）／２

⑥ 
ＡＢＳ 감지기가 가지고있는 고유의 영점에서의

변위량을 표시하고 있음을 나타냅니다.

⑦ 
ＨＯＬＤ 외부에서 홀드를 지령 된 때 표시합니다.

⑧ ±８８．８８８８ 측정 값을 표시합니다.

４章
名称 
機能 

差し替え ABS 追加
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４－３ 커넥터 

Ｎｏ. 커넥터 명칭 내용 

① 검출기입력 검출기를 연결합니다.

② I / O 인터페이스 전원 및 I / O 인터페이스 케이블을 연결합니다.

③ ＲＳ－２３２Ｃ RS-232C 케이블을 연결합니다.
④ ＢＣＤ BCD 케이블을 연결합니다.

① 

② ③ 

４章
名称 
機能 

④
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＜ＳＥＴ Ｎｏ.７＞測定条件 

・・・ 

＜ＳＥＴ Ｎｏ.２＞測定条件 

＜ＳＥＴ Ｎｏ.１＞測定条件 

項目 説明 

方向設定 スピンドル押し込み方向の極性を設定 

測定モード 現在値またはピークホールド（＋Ｐ・－Ｐ・Ｐ－Ｐ・Ｐ－Ｐ／２）を設定 

合否判定 合否判定するしないを設定（最大７ランクの仕分けが可能） 

リミット値 合否判定の基準値を設定 

ランク別表示色 ランク別に表示色（赤・オレンジ・緑・全消灯）を設定 

プリセット値 プリセット値を設定 

５．使い方 

５－１ 全体的な流れ 

本器は、ＳＥＴ Ｎｏ.パラメータ機能を設けています。あらかじめ複数の測定条件を

ＳＥＴ Ｎｏ.パラメータに登録しておき、そのＳＥＴ Ｎｏ．を指定することで、簡単に

測定条件を呼び出すことができます。これにより、段取り替えが容易となります。 

SET No.パラメータ

ＳＥＴ Ｎｏ.の指定は、以下の方法で行ないます。 

・キー操作による 

・ＲＳ－２３２Ｃコマンドによる 

・背面のインターフェースコネクタからのＩ／Ｏ入力による（その他に優先） 

 

 

 

 

 

 

 

５章
使い方 

 測定 

SET No.パラメータの設定 

測定条件を最大 7 件まで設

定できます。 

設定項目は下記を参照くだ

さい。 

初期パラメータの設定 

表示の分解能（最小単位）や

RS-232C の通信条件、

BCD 出力のタイミングなど

の設定が行なえます。 

設定しなくても動作します。 

入力モニタ 

信号入力をモニタすること

ができます。 

配線のチェックや故障の判

断に活用ください。 

指定された SET No.のパラメータの設定内容

に従い測定や合否判定を行ないます。 

測定画面においては、マスター合わせのため

のリセット操作や、ピークホールドモードの

ときのピーククリア操作が可能です。 

PRM 

Reset 

※キー操作を表す 

PRM 長押し SET ＋ PRM 

P.clear 

PRM  SET  P.clear Reset 
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５－２ 操作の全体的な流れ 

 

５章
使い方 

PRM 

・
・
・ 

>> 

順送り 

>>
 

逆送り 

PRM 
※キー操作 

を表す 

SET 

S-1 
▼ 

S-2 
▼ 

S-3 
▼ 

▼ 

S-7 

・
・
・ 

>> 

順送り 

>>
 

逆送り 

SP01 
▼ 

SP02 
▼ 

SP03 
▼ 

▼ 

SP30 

PRM 

SET 

ＳＥＴ Ｎｏ．の選択 

〔 〕キーまたは〔≫〕キーを

押し、設定したいＳＥＴ Ｎｏ．

を呼び出して〔ＳＥＴ〕キーを

押します。 

≫
 

パラメータ番号の選択 

〔 〕キーまたは〔≫〕キーを

押し、設定したい SET No．パ

ラメータの番号を呼び出して

〔ＳＥＴ〕キーを押します。 

≫
 

S
E

T
 N

o
.パ

ラ
メ

ー
タ

 
の

設
定

 

PRM 

SET PRM ＋ 

初
期

パ
ラ

メ
ー

タ
 

の
設

定
 

入
力

モ
ニ

タ
 

長押し 
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SP01 

+dir 
▼ 

-dir 

SP02 

C 
▼ 

+P 
▼ 

-P 
▼ 

P-P 
▼ 

P-P/2 

SP10 

C-OFF 
▼ 

C-3 
▼ 

r-3 
▼ 

r-4 
▼ 

r-5 
▼ 

r-6 
▼ 

r-7 

SP2x 

rEd 
▼ 

grEEn 
▼ 

OrAngE 
▼ 

OFF 

SP1x 

＋ 
▼ 

－ 

：順送り 

：逆送り 

SP30 

▼
 

0(十の位) 
▼ 

1 
▼ 

2 
▼ 

： 
▼ 

9 

▼
 

・・・ ▼
 

0 
▼ 

1 
▼ 

2 
▼ 

： 
▼ 

9 

桁送り 

：決定 

：キャンセルPRM 

SET 

SET No．パラメータの設定 

パラメータの番号によって、選択入力か数値入力かになります。 

それぞれの入力方法は下図の通りです。 

選択入力 

〔 〕キーまたは〔≫〕キーを

押し、設定したい選択肢を呼び

出して〔ＳＥＴ〕キーを押しま

す。 

≫
 

数値入力 

設定の対象となっている桁は点

滅表示します。 

〔≫〕キーを押し、設定したい

桁を選びます。 

〔 〕キーを押し、数値または

符号を変更します。 

すべての桁の設定が完了したら

〔ＳＥＴ〕キーを押します。 

≫
 

>> 

>>
 

>> 

>>
 

詳細は「６－２ セット No.パラメータの設定」参照 

数値の変更 

５章
使い方 
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５章
使い方 

PRM 

・
・
・ 

>> 

順送り 

>>
 

逆送り 

PRM 

P01 
▼ 

P02 
▼ 

P03 
▼ 

▼ 

P99 

パラメータ番号の選択 

〔 〕キーまたは〔≫〕キーを

押し、設定したい初期パラメー

タの番号を呼び出して〔ＳＥＴ〕

キーを押します。 

≫
 

パラメータの設定 

パラメータの番号によって、選

択入力か数値入力かになりま

す。 

選択入力では、〔 〕キーまたは

〔≫〕キーを押し、設定したい

選択肢を呼び出して〔ＳＥＴ〕

キーを押します。 

数値入力では、設定の対象とな

っている桁が点滅表示します。 

〔≫〕キーを押し、設定したい

桁を選びます。 

〔 〕キーを押し、数値または

符号を変更します。 

すべての桁の設定が完了したら

〔ＳＥＴ〕キーを押します。 

初
期

パ
ラ

メ
ー

タ
 

の
設

定
 

SET PRM ＋ 入
力

モ
ニ

タ
 

長押し 

：決定 

：キャンセルPRM 

SET 

≫
 

≫
 

S
E

T
 N

o
.パ

ラ
メ

ー
タ

 
の

設
定

 

SET 

詳細は「６－３ 初期パラメータの設定」参照 
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初
期

パ
ラ

メ
ー

タ
 

の
設

定
 

SET PRM ＋ 入
力

モ
ニ

タ
 

S
E

T
 N

o
.パ

ラ
メ

ー
タ

 
の

設
定

 

▼
 

≫ ▼
 

≫

：順送り 

PRM
：逆送り 

：決定

H
O

L
D

 

パ
ラ

メ
ー

タ
の

設

定

パ
ラ

メ
ー

タ
の

番

号
に

よ
っ

て
、
選

択

入
力

か
数

値
入

力

か
に

な
り

ま
す

。

選
択

入
力

で
は

、

〔
〕
キ

ー
ま

た
は

〔
≫

〕
キ

ー
を

押

し
、
設

定
し

た
い

選

択
肢

を
呼

び
出

し

て
〔

Ｓ
Ｅ

Ｔ
〕
キ

ー

を
押

し
ま

す
。

数
値

入
力

で
は

、
設

定
の

対
象

と
な

っ

て
い

る
桁

が
点

滅

表
示

し
ま

す
。

〔
≫

〕
キ

ー
を

押

し
、
設

定
し

た
い

桁

を
選

び
ま

す
。

〔
〕

キ
ー

を
押

し
、
数

値
ま

た
は

符

号
を

変
更

し
ま

す
。

す
べ

て
の

桁
の

設

定
が

完
了

し
た

ら

〔
Ｓ

Ｅ
Ｔ

〕
キ

ー
を

押
し

ま
す

。

P
E

A
K

 C
L
E

A
R

 

≫R
E

S
E

T
 

パ
ラ

メ
ー

タ
番

号

の
選

択

〔
〕
キ

ー
ま

た
は

〔
≫

〕
キ

ー
を

押

し
、
設

定
し

た
い

初

期
パ

ラ
メ

ー
タ

の

番
号

を
呼

び
出

し

て
〔

Ｓ
Ｅ

Ｔ
〕
キ

ー

を
押

し
ま

す
。

S
E

T
 N

o
.(
3

) 

S
E

T
 N

o
.パ

ラ

S
E

T
 N

o
.(
2

) 
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入力モニタ 

各種信号の入力状態を表示する機能です。簡単な操作で配線状態や信号状態の

確認ができます。トラブル発生時に活用ください。 

５章
使い方 
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５－３ さまざまな使い方 

５－３－１ マスター合わせ／リセット機能 

リセットは、ブロックゲージなどを用いて測定値の基準を決める

機能です。リセットを行なうと、現在値は“０”になります。プリ

セット値が設定されている場合は、現在値はプリセット値になりま

す。 

リセットは以下の方法で行なうことができます。 

  ・キー操作（Ｒｅｓｅｔ） 

  ・Ｉ／Ｏからの入力（ＲＥＳＥＴ） 

  ・ＲＳ－２３２Ｃでのリセットコマンドの送信（Ｚｒ） 

注）検出器を違うものへ交換する場合は必ず「Ｒｅｓｅｔ」を行って下さい。 

５－３－２ プリセット機能 

プリセットは、測定値に対して、設定した値を加算させることができる機能です。プリ

セット値を設定した場合、本機をリセット動作させたときに、現在値はプリセット値とな

ります。 

プリセット値の設定は「６－１ ＳＥＴＮｏ.パラメータの設定」参照 

例えば、ブロックゲージなどでリセットするとき、その位置を３．５ｍｍと表示させた

い場合に、プリセット値を３．５ｍｍと設定します。 

５－３－３ 絶対値表示と相対値表示 

絶対値表示とは、検出器のスピンドルが最も出ている状態をほぼゼロ（実際は若干のマ

イナス）とした機械的に固有な測定値を表示する状態です。 

相対値表示とは、前述のリセットの操作によってマスター合わせをした位置を基準にし

て測定値を表示する状態です。 

絶対値表示にするには、Ｒｅｓｅｔキーを長押しします。このとき、画面にＡＢＳと表

示されます。 

相対値表示にするには、Ｒｅｓｅｔキーを押します。このとき、測定値はリセットされ

ます。 

５章
使い方 

I/O 

RS-232C 

Reset 
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５－３－４ 合否判定機能／ランク判定機能 

測定値が、設定した合否判定／ランク判定の範囲内かどうかを判定し、表示や出力を行

ないます。 

“合否判定を行なう／行わない”や“リミット値の設定”は、 

「６－１ ＳＥＴＮｏ.パラメータの設定」参照 

設定したリミット値は、下図のように（＋）方向の領域に含まれた判定となります。 

   （－）方向      （＋）方向 

－ＬＩＭＩＴ値    ＋ＬＩＭＩＴ値 

   含まず 

● 含む

（ランク４以下同様） 

判定と出力の関係は、以下の通りです。 

C-3 r-3 r-4 r-5 r-6 r-7 

出 

力 -N
G 

OK
 

+N
G 出 

力 -N
G 

OK
 

+N
G 

-N
G 

OK
 

+N
G 

-N
G 

OK
 

+N
G 

-N
G 

OK
 

+N
G 

-N
G 

OK
 

+N
G 

-NG 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 

OK 0 1 0 2 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 

+NG 0 0 1 3 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 

4 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 

5 1 0 1 1 0 1 1 0 1 

6 0 1 1 0 1 1 

7 1 1 1 

注）出力はＮＰＮトランジスタのオープンコレクタ出力です。 

また、表中の“０”はハイインピーダンスを、“１”は０Ｖを表します。 

合否判定とランク判定 

Ｃ－３と設定したときは合否判定と呼び、判定結果と出力ポートは１対１で対応します。 

ｒ－３～ｒ－７はランク判定と呼び、－ＮＧ／ＯＫ／＋ＮＧの出力ポートを使い、上の

表のように判定したランクを２進数で数値化して表現します。 

５章
使い方 

－ＮＧ 

ＯＫ 

＋ＮＧ ランク１ 

ランク２ 

ランク３ 
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５－３－５ ピークホールド機能 

測定値のピーク値（最大値・最小値など）を記憶し、＋Ｐ（最大値）・－Ｐ（最小値）・

Ｐ－Ｐ（最大値－最小値）・Ｐ－Ｐ／２（（最大値－最小値）／２）の表示や出力を行なう

ことができます。 

ピークホールドの設定は「６－１ ＳＥＴＮｏ.パラメータの設定」参照 

ゼロ点

時間
ピーククリア

Ｐ
－
Ｐ

－
Ｐ

＋
P

測
定
値

記憶したピーク値のクリア（ピーククリア）は以下の方法で行な

うことができます。 

  ・キー操作（Ｐ．ｃｌｅａｒ） 

  ・Ｉ／Ｏからの入力（ＰＥＡＫ ＣＬＥＡＲ） 

  ・ＲＳ－２３２Ｃでのピーククリアコマンドの送信（Ｐｒ） 

ピーククリア直後の表示値は、モードにより異なり、以下の通り

となります。 

  ・＋Ｐと－Ｐの場合は、現在値の値となります。 

  ・Ｐ－ＰとＰ－Ｐ／２の場合は、０(ゼロ)となります。 

５章
使い方 

I/O 

RS-232C 

P.clear 
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５－３－６ ホールド機能 

ホールドは、一時的に測定値を保持する機能です。 

外部機器からのホールド信号 

（Ｉ／ＯまたはＲＳ２３２Ｃコマンド） 

により制御することができます。 

ホールド信号とリセットおよびピーククリア 

ホールドが指令されている状態の間に、リセットもしくはピーククリアが指令されると

その指令はすぐには実行されずに保持され、ホールドが解除された後に実行されます。 

ホールド信号とピーク値の更新 

ホールドが指令されている状態の間は、ピーク値の更新がされません。この機能を利用

すると、Ｄカットや切り欠きのあるワークの円弧部分のみのピーク値測定が可能です。 

ON

ﾎｰﾙﾄﾞ信号 OFF

ゼロ点

時間
ピーククリア

Ｐ
－
Ｐ

－
Ｐ

＋
P

測
定
値

I/O 

RS-232C 

５章
使い方 
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５－３－７ 測定値の平均化 

測定値の平均化は、１ｍｓ周期で更新している内部の測定値を移動平均することによっ

て表示を安定させるための機能です。 

測定値の平均化の回数設定は、初期パラメータＰ５１の設定で行ないます。 

なお、平均化の回数に応じて信号出力の応答時間が変化します。 

（１０回では、１０ｍｓ） 

５－３－８ 検出器定数（レバー比演算） 

検出器定数は、測定値に対して、設定した値を乗算させることができる機能です。この

機能により、レバーを介して測定する場合などのレバー比の換算を自動で行なうことがで

きます。 

検出器定数の設定は、初期パラメータＰ０２の設定で行ないます。 

５－３－９  表示分解能の設定 

表示分解能を、初期パラメータＰ０３で設定することが可能です。 

このとき、表示やＲＳ－２３２Ｃによるデータ出力は以下の通りとなります。 

表示：設定された桁のみの表示となり、まるめられた桁は表示しません。 

＜例＞ １．２３４５（ｍｍ）は、１０μｍ分解能の場合では、 

１．２３  （ｍｍ）と表示されます。 

ＲＳ－２３２Ｃ：固定桁数で出力するため、まるめられた桁は“０”となります。 

＜例＞ １．２３４５（ｍｍ）は、１０μｍ分解能の場合では、 

１．２３００（ｍｍ）と出力されます。 

５－３－１０  入力モニタ 

入力モニタは、各種信号の入力状態を表示する機能です。簡単な操作で配線状態や信号

状態の確認ができます。トラブル発生時に活用ください。 

表示内容は「５－２ 操作の全体的な流れ」参照 

레버 비 연산 [A x 상수]

５章
使い方 
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５－３－１１  画面の表示色 

合否判定／ランク判定を行なう場合、判定の結果ごとに表示色が変わるように設定する

ことができます。 

また、検出器側の表示灯もこの設定に従います。 

表示色の設定は、「６－１ ＳＥＴＮｏ.パラメータの設定」参照 

表示色は、グリーン・オレンジ・レッド・消灯から選べます。 

なお、エラー発生時の表示色はレッドとなっており変更できません。 

５章
使い方 
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６．各種パラメータの設定 

６－１ ＳＥＴ Ｎｏ．パラメータの設定 

Ｎｏ. 名称 設定値 備考 

ＳＰ０１ 방향 설정 
＋ｄｉｒ ＝ 누르는 방향이 ＋ 
－ｄｉｒ ＝ 누르는 방향이－ 

ＳＰ０２ 測定モード 

Ｃ   ＝ 現在値 

＋Ｐ  ＝ 最大ピーク 

－Ｐ  ＝ 最小ピーク 

Ｐ－Ｐ ＝ 最大ピーク－最小ピーク 

Ｐ－Ｐ／２ 

 ＝ (最大ピーク－最小ピーク)／２ 

ＳＰ１０ 
합격 판정

(등급 판정)

Ｃ－ＯＦＦ ＝ 합격 판정안함 

Ｃ－３   ＝ 합격 여부 판정 

ｒ－３  

ｒ－４  

ｒ－５  

ｒ－６  

ｒ－７  

＝ ３등급 판정  

＝ ４등급 판정  

＝ ５등급 판정  

＝ ６등급 판정  

＝ ７등급 판정

ＳＰ１１ 
－ＬＩＭＩＴ 

（ＬＩＭＩＴ１） 
－９９．９９９９ ～ ＋９９．９９９９ 

ＳＰ１２ 
＋ＬＩＭＩＴ 

（ＬＩＭＩＴ２） 
同上 

ＳＰ１３ ＬＩＭＩＴ３ 同上 

ＳＰ１４ ＬＩＭＩＴ４ 同上 

ＳＰ１５ ＬＩＭＩＴ５ 同上 

ＳＰ１６ ＬＩＭＩＴ６ 同上 

ＳＰ２１ ランク１表示色 

      ｒＥｄ ＝ 赤色点灯 

  ｇｒＥＥｎ ＝ 緑色点灯 

ＯｒＡｎｇＥ ＝ オレンジ点灯 

      ＯＦＦ ＝ 消灯 

ＳＰ２２ ランク２表示色 同上 

ＳＰ２３ ランク３表示色 同上 

ＳＰ２４ ランク４表示色 同上 

ＳＰ２５ ランク５表示色 同上 

ＳＰ２６ ランク６表示色 同上 

ＳＰ２７ ランク７表示色 同上 

ＳＰ３０ プリセット値 －９９．９９９９ ～ ＋９９．９９９９ 

６章
パラ 

メータ 
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■ 操作手順

１． 測定画面の状態で、〔ＰＲＭ〕キーを押すと、ＳＥＴ Ｎｏ．パラメータ設定画

面に移ります。 

２． 〔 〕キーまたは〔≫〕キーにより、設定したいＳＥＴ Ｎｏ．を呼び出して

〔ＳＥＴ〕キーを押します。 

なお、ＳＥＴ Ｎｏ．は、キー操作により、以下のように循環します。 

Ｓ－１ Ｓ－２ Ｓ－３ ・・・ Ｓ－７ 

３． 〔 〕キーまたは〔≫〕キーにより、設定したいパラメータの番号を呼び出し

て〔ＳＥＴ〕キーを押します。 

なお、パラメータ番号は、キー操作により、以下のように循環します。 

ＳＰ０１ ＳＰ０２ ＳＰ１０ ・・・ ＳＰ３０ 

４． 〔 〕キーまたは〔≫〕キーにより、パラメータを変更し、〔ＳＥＴ〕キーを

押して決定します。 

操作手順３（パラメータ番号の選択）の画面に戻りますので、順次パラメータ

を設定します。 

５． 終了するときは、〔ＰＲＭ〕キーを押します。

６章
パラ 
メータ 

≫
 

≫
 

≫
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■ 出荷時の設定

ＳＥＴ Ｎｏ．パラメータは、出荷時に以下の通り設定しています。サンプルとして活

用ください。 

Ｎｏ. 名称 ＳＥＴＮｏ.１ ＳＥＴＮｏ.２ ＳＥＴＮｏ.３ 

ＳＰ０１ 方向設定 ＋ｄｉｒ +dir ＋ｄｉｒ 

ＳＰ０２ 測定モード Ｃ C Ｃ 

ＳＰ１０ 合否判定 

（ランク判定） 
Ｃ－ＯＦＦ Ｃ－３ Ｃ－ＯＦＦ 

ＳＰ１１ －ＬＩＭＩＴ 

（ＬＩＭＩＴ１） 
－ ＋１．００００ － 

ＳＰ１２ ＋ＬＩＭＩＴ 

（ＬＩＭＩＴ２） 
－ ＋３．００００ － 

ＳＰ１３ ＬＩＭＩＴ３ － － － 

ＳＰ１４ ＬＩＭＩＴ４ － － － 

ＳＰ１５ ＬＩＭＩＴ５ － － － 

ＳＰ１６ ＬＩＭＩＴ６ － － － 

ＳＰ２１ ランク１表示色 － ｒＥｄ － 

ＳＰ２２ ランク２表示色 － ｇｒＥＥｎ － 

ＳＰ２３ ランク３表示色 － ｒＥｄ － 

ＳＰ２４ ランク４表示色 － － － 

ＳＰ２５ ランク５表示色 － － － 

ＳＰ２６ ランク６表示色 － － － 

ＳＰ２７ ランク７表示色 － － － 

ＳＰ３０ プリセット値 ０．００００ ０．００００ ０．００００ 

Ｎｏ. ＳＥＴＮｏ.４ ＳＥＴＮｏ.５ ＳＥＴＮｏ.６ ＳＥＴＮｏ.７ 

ＳＰ０１ ＋ｄｉｒ ＋ｄｉｒ ＋ｄｉｒ ＋ｄｉｒ 

ＳＰ０２ ＋Ｐ Ｐ－Ｐ Ｃ Ｃ 

ＳＰ１０ Ｃ－ＯＦF Ｃ－ＯＦＦ ｒ－７ ｒ－３ 

ＳＰ１１ － － ０．００００ ＋１．００００ 

ＳＰ１２ － － ＋１．００００ ＋３．００００ 

ＳＰ１３ － － ＋２．００００ － 

ＳＰ１４ － － ＋３．００００ － 

ＳＰ１５ － － ＋４．００００ － 

ＳＰ１６ － － ＋５．００００ － 

ＳＰ２１ － － ｒＥｄ ＯＦＦ 

ＳＰ２２ － － ｇｒＥＥｎ ＯＦＦ 

ＳＰ２３ － － ｇｒＥＥｎ ＯＦＦ 

ＳＰ２４ － － ｇｒＥＥｎ － 

ＳＰ２５ － － ｇｒＥＥｎ － 

ＳＰ２６ － － ｇｒＥＥｎ － 

ＳＰ２７ － － ｒＥｄ － 

ＳＰ３０ ０．００００ ０．００００ ０．００００ ０．００００ 

６章
パラ 

メータ 
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６－２ ＳＥＴ Ｎｏ．の呼び出し 

■ 操作手順

１． 測定画面の状態で、〔ＰＲＭ〕キーを押すと、ＳＥＴ Ｎｏ．パラメータ設定画面

に移ります。 

２． 〔 〕キーまたは〔≫〕キーにより、設定したいＳＥＴ Ｎｏ．を呼び出して〔Ｓ

ＥＴ〕キーを押します。 

なお、ＳＥＴ Ｎｏ．は、キー操作により、以下のように循環します。 

Ｓ－１   Ｓ－２ Ｓ－３ ・・・ Ｓ－７ 

３． 〔ＰＲＭ〕キーを押して終了します。

≫
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６－３ 初期パラメータの設定 

注)ｘ ＝ ｘｘｘ：出荷時の設定 

Ｎｏ. 名称 設定値 備考 

Ｐ０１ 
検出器 

分解能 
（検出器の分解能を表示） 

Ｐ０２ 
検出器 

定数 

００．０１ ～ ９９．９９ 

（出荷時設定：０１．００） 

測定値に掛ける定

数 

Ｐ０３ 
表示 

分解能 

ｄ－０．１μ ＝ ０．１μｍ 

ｄ－１μ   ＝ １μｍ 

ｄ－１０μ  ＝ １０μｍ 

「５－３－９ 

表示分解能の設定」 

を参照のこと 

Ｐ０４ 
ピーククリア 

設定 

２－ＯＦＦ ＝ リセット時に 

ピーククリアしない 

２－Ｏｎ  ＝ リセット時に 

ピーククリアする 

Ｐ０６ 
ＲＳ出力 

モード 
Ｓｄ－１ ＝ 通信コマンド 

Ｓｄ－２ ＝ 内部タイマ 

※電源再投入にて

有効 

Ｐ０７ 
通信出力 

タイマ 

００．０１ ～ ９９．９９ｓｅｃ 

（出荷時設定：０１．００ｓｅｃ） 

Ｐ０６がＳｄ－２

のときにのみ有効 

Ｐ０８ 
エラー解除信号 

（Ｉ／Ｏ） 

Ｅｒ－ＯＦＦ ＝ リセット（Ｉ／Ｏ）のみ 

Ｅｒ－Ｏｎ  ＝ リセットまたは 

エラー解除 

（エラー発生時） 

Ｐ３０ 
通信 

ボーレート 

  ６００（ｂｐｓ） 

１２００ 

２４００ 

４８００ 

９６００ 

１９２００ 

３８４００ 

ＲＳタイプのみに

有効なパラメータ 

※電源再投入にて

有効 

Ｐ３１ データ長 
ｄ－８ ＝ ８ビット 

ｄ－７ ＝ ７ビット 

Ｐ３２ 
ストップ 

ビット 
Ｓ－１ ＝ １ビット 

Ｓ－２ ＝ ２ビット 

Ｐ３３ 
パリティ 

ビット 

Ｐｎ ＝ パリティなし 

ＰＥ ＝ 偶数パリティ 

ＰＯ ＝ 奇数パリティ 

Ｐ３４ デリミッタ 
ＣｒＬＦ 

Ｃｒ 

ＬＦ 

Ｐ３５ 
ＸＯＮ／ 

ＸＯＦＦ 
ＯＦＦ ＝ 無効 

Ｏｎ  ＝ 有効 

Ｐ４０ 
ＢＣＤ 

連結機能 
ＯＦＦ ＝ 無効 

Ｏｎ  ＝ 有効 ＢＣＤタイプのみ

に有効なパラメー

タ Ｐ４１ 
ＥＯＣ 

ＯＦＦ時間 

０ ～ ９９ｍｓｅｃ 

ただし、０は約１００μｓｅｃ 

（出荷時設定：０） 

６章
パラ 

メータ 
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Ｎｏ. 名称 設定値 備考 

Ｐ４２ 
ＥＯＣ 

ＯＮ時間 

１ ～ ９９ｍｓｅｃ 

（出荷時設定：１０） 

ＢＣＤタイプのみ

に有効なパラメー

タ 

Ｐ５１ 測定値の平均化 
１ ～ ２５６ 

（出荷時設定：５０） 

Ｐ９０ 
表示器 

バージョン 
（表示器のバージョンを表示） 

Ｐ９１ 
検出器 

バージョン 
（検出器のバージョンを表示） 

Ｐ９８ 
パラメータ 

初期化 

０～８ ＝ 初期化しない 

９     ＝ 初期化する 

（出荷時設定：０） 

※電源再投入にて

初期化実行 

Ｐ９９ キーロック 
Ｌ－ＯＦＦ ＝ ＯＦＦ 

Ｌ－Ｏｎ  ＝ ＯＮ 

解除方法は次ペー

ジを参照 

■ 操作手順

１． 測定画面の状態で、〔ＰＲＭ〕キーを３秒以上押すと、初期パラメータ設定画面

に移ります。 

２． 〔 〕キーまたは〔≫〕キーにより、設定したいパラメータの番号を呼び出して

〔ＳＥＴ〕キーを押します。 

なお、パラメータ番号は、キー操作により、以下のように循環します。 

Ｐ０１ Ｐ０２ Ｐ０３ ・・・ Ｐ９９ 

３． 〔 〕キーまたは〔≫〕キーにより、パラメータを変更し、〔ＳＥＴ〕キーを押

して決定します。 

操作手順２（パラメータ番号の選択）の画面に戻りますので、順次パラメータを

設定します。 

４． 終了するときは、〔ＰＲＭ〕キーを押します。

パラメータの変更の確定タイミング 

パラメータの変更は、〔ＰＲＭ〕キーを押して測定画面に戻るときに確定します。 

表中に「※電源再投入にて有効」と記載のパラメータは、この操作を確実に実行してか

ら電源の再投入を行なってください。 

≫
 

≫
 

６章
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パラメータを出荷状態に戻すには 

パラメータを出荷状態に戻すには、初期パラメータＰ９８に“９”を設定して電源を再

投入します。 

このとき、初期パラメータおよびＳＥＴ Ｎｏ．パラメータ、その他の記憶データがす

べて初期化されます。ご注意ください。 

キーロックの解除 

キーロックの解除は、〔ＳＥＴ〕〔Ｐ－ＣＬＥＡＲ〕〔ＲＥＳＥＴ〕の３つのキーを同時

に約３秒間押します。 

なお、この操作では、キーロックを行ないません。初期パラメータの設定にてキーロッ

クを行なってください。 

Ｐ０７通信出力タイマの設定値と実効 

設定は、最小０．０１秒まで設定できますが、文字列の出力に要する時間が設定した時

間よりも長い場合、設定通りの周期での出力はできません。 

特に、通信ボーレートが低い（遅い）場合にはご注意ください。 

Ｐ０８エラー解除信号の補足説明 

出荷時の設定では、背面のＩ／Ｏコネクタからのリセット信号にてエラー解除はできな

いようにしています。これは、自動的に通常のリセット処理が実行されて測定値が変化し

てしまうことを避けるためと、異常状態をオペレータが確認せずに自動的に解除すること

によって二次災害が引き起こされることを避けるためです。 

設定を変更する場合は、以上のことを十分にご理解ください。 

なお、ＲＳ－２３２Ｃのコマンドでは、ゼロリセットとエラーリセットが別のコマンドとな

っております。 

また、キー操作では、リセットキーによってエラーが発生しているときのみエラーリセット

の処理を行います。 

６章
パラ 

メータ 
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７．外部入出力 

７－１ インターフェース 

外部入出力用の各種インターフェースを設けています。インターフェースの種類は機種

によって異なりますので、ご注意ください。（詳細は次ページ以降を参照ください） 

なお、コネクタを接続するときは、コネクタの向きに注意し、正しく接続してください。 

インターフェースケーブル（別売） 

インターフェース用のケーブルは、以下の２種類を用意しています。用途に合わせてお

選びください。 

１）ＲＳ－２３２Ｃ ＋ Ｉ／Ｏ（トリガ入力）用ケーブル 

（ＳＡ－ＣＤ－ＲＳ２Ｍ：ＳＡ－ＣＤ１／ＲＳ専用） 

注：ＥＸＴ ＲＳ ＩＮ（トリガ入力）が不要な場合は、市販のインターリンクケー

ブルが使用できます。 

２）ＢＣＤ用ケーブル（ＳＡ－ＣＤ－ＢＯ２Ｍ：ＳＡ－ＣＤ１／ＢＯ専用） 

表示器側 

表示器側 

Ｄ－Ｓｕｂ９ｐｉｎメス 

７章
入出力 

Ｄ－Ｓｕｂ９ｐｉｎメス 

トリガ入力 

橙：ＥＸＴ ＲＳ ＩＮ 

青：ＧＮＤ 
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７－２ Ｉ／Ｏ 

７－２－１ 핀 배열과 입출력 회로
핀 배열은 다음과 같습니다.
Ｎｏ. 信号名 Ｉ／Ｏ 備考 

１ ＦＧ フレームグランド 

２ ＋Ｖ ＤＣ１２～２４Ｖ 

３ （ＲＳＶ） － 

４ ０Ｖ － 전원 접지
５ －ＮＧ／ＲＡＮＫ（１） ＯＵＴ －ＮＧ判定出力／ＲＡＮＫ判定［×１］ 

６ ＯＫ／ＲＡＮＫ（２） ＯＵＴ ＯＫ判定出力 ／ＲＡＮＫ判定［×２］ 

７ ＋ＮＧ／ＲＡＮＫ（３） ＯＵＴ ＋ＮＧ判定出力／ＲＡＮＫ判定［×４］ 

８ ＥＲＲＯＲ ＯＵＴ エラー出力 

９ ＳＥＴ Ｎｏ．（１） ＩＮ ＳＥＴ Ｎｏ．選択（１）   (下表参照) 

１０ ＳＥＴ Ｎｏ．（２） ＩＮ ＳＥＴ Ｎｏ．選択（２）   (下表参照) 

１１ ＳＥＴ Ｎｏ．（３） ＩＮ ＳＥＴ Ｎｏ．選択（３）   (下表参照) 

１２ ＲＥＳＥＴ ＩＮ 재설정 

１３ ＰＥＡＫ ＣＬＥＡＲ ＩＮ 피크 클리어 

１４ ＨＯＬＤ ＩＮ 홀드 

전원을 직접 연결하지 마십시오.

ＳＥＴ Ｎｏ．지정 

입력 신호의 조합
信号名 ＳＥＴ Ｎｏ．（１） ＳＥＴ Ｎｏ．（２） ＳＥＴ Ｎｏ．（３） 

지정 

ＳＥＴ 

Ｎｏ． 

１ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ 

２ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ 

３ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ 

４ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

５ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 

６ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 

７ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 

７章
入出力 

２ １ 

１４ １３ 

０V 

＋９Ｖ 

ＩＮ 

０Ｖ 

負荷 

VＣＣ 

ＭＡＸ ３０Ｖ 
内

部

回

路

ＯＵＴ 

ＭＡＸ １００ｍＡ 

１ｋΩ 

１ｋΩ 

NPN 트랜지스터 · 오픈 콜렉터 출력

주) 출력에는 단락 보호 회로가 장착되어 있지 않습니다.
０V 
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７－２－２ ケーブルの配線方法 

Ｉ／Ｏコネクタ（標準付属品）の外観は以下の通りです。 

Ｉ／Ｏコネクタへの、ケーブルの配線方法 

ドライバー挿入用角穴に、下記指定のマイナ

スドライバーを突き当たるまで挿入します。 

挿入の際、ドライバーを回転したりしないで

ください。 

ドライバーを差し込んだ状態で、ケーブル挿

入用丸穴に下記仕様の電線を挿入します。 

ケーブルを挿入したまま、ドライバーを引抜

きます。電線を引っ張り、丸穴から抜けない

ことを確認してください。 

・マイナスドライバー仕様 

先端形状が、ＤＩＮ５２６４に基づく物 

をご使用ください 

７章
入出力 

番号２ 

3. 

1. 

2. 

ケーブル挿入丸穴 

ドライバー挿入用角穴 

・電線仕様 

ＡＷＧ Ｎｏ.２８－１８. 

番号１ 

番号２ 
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７－２－３ 信号タイミング 

■ リセット・ピーククリア入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ホールド入力 

 

 

 

 

 

 

 

■ ＳＥＴ Ｎｏ．（１）（２）（３）入力 

 

 

 

 

 

 

 

■ 合否判定（ランク） 

 

 

 

 

 

 

 

３ｍｓ以上 

５ｍｓ以下 

実行 

リセット入力 

ピーククリア入力 

データ 

５ｍｓ以下 

ホールド入力 

データ データホールド 

５ｍｓ以下 

ＳＥＴ Ｎｏ.（１）（２）（３） 

入力 

データ 

５ｍｓ以下 

５ｍｓ以下 

データ 

合否判定（ランク）出力 

７章 
入出力 
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 ７－３ ＢＣＤ 

７－３－１ ピン配列と入出力回路 

ピン配列は、以下の通りです。 

Ｎｏ. 信号名 Ｉ／Ｏ 線色 マーク色と数 備考 
１ ＤＩＧ０Ｑ１ ＯＵＴ 橙 赤 １ 測定値１桁目 

（０．０００１ｍｍの位） ２ ＤＩＧ０Ｑ２ ＯＵＴ 橙 黒 １ 
３ ＤＩＧ０Ｑ４ ＯＵＴ 灰 赤 １ 
４ ＤＩＧ０Ｑ８ ＯＵＴ 灰 黒 １ 
５ ＤＩＧ１Ｑ１ ＯＵＴ 白 赤 １ 測定値２桁目 

（０．００１ｍｍの位） ６ ＤＩＧ１Ｑ２ ＯＵＴ 白 黒 １ 
７ ＤＩＧ１Ｑ４ ＯＵＴ 黄 赤 １ 
８ ＤＩＧ１Ｑ８ ＯＵＴ 黄 黒 １ 
９ ＤＩＧ２Ｑ１ ＯＵＴ 桃 赤 １ 測定値３桁目 

（０．０１ｍｍの位） １０ ＤＩＧ２Ｑ２ ＯＵＴ 桃 黒 １ 
１１ ＤＩＧ２Ｑ４ ＯＵＴ 橙 赤 ２ 
１２ ＤＩＧ２Ｑ８ ＯＵＴ 橙 黒 ２ 
１３ ＤＩＧ３Ｑ１ ＯＵＴ 灰 赤 ２ 測定値４桁目 

（０．１ｍｍの位） １４ ＤＩＧ３Ｑ２ ＯＵＴ 灰 黒 ２ 
１５ ＤＩＧ３Ｑ４ ＯＵＴ 白 赤 ２ 
１６ ＤＩＧ３Ｑ８ ＯＵＴ 白 黒 ２ 
１７ ＤＩＧ４Ｑ１ ＯＵＴ 黄 赤 ２ 測定値５桁目 

（１ｍｍの位） １８ ＤＩＧ４Ｑ２ ＯＵＴ 黄 黒 ２ 
１９ ＤＩＧ４Ｑ４ ＯＵＴ 桃 赤 ２ 
２０ ＤＩＧ４Ｑ８ ＯＵＴ 桃 黒 ２ 
２１ ＤＩＧ５Ｑ１ ＯＵＴ 橙 赤 ３ 測定値６桁目 

（１０ｍｍの位） ２２ ＤＩＧ５Ｑ２ ＯＵＴ 橙 黒 ３ 
２３ ＤＩＧ５Ｑ４ ＯＵＴ 灰 赤 ３ 
２４ ＤＩＧ５Ｑ８ ＯＵＴ 灰 黒 ３ 
２５ ＨＯＬＤ ＯＵＴ ＯＵＴ 白 赤 ３ ホールド中 
２６ ＰＯＬ ＯＵＴ ＯＵＴ 白 黒 ３ 極性(Ｌｏ:－、Ｈｉ:＋) 

２７-２８ Ｎ．Ｃ．     
２９ Ｅ.Ｏ.Ｃ ＯＵＴ ＯＵＴ 黄 赤 ３ データ更新中 

３０-３３ Ｎ．Ｃ．     
３４ ＥＣＳＥＬ ＩＮ ＩＮ 黄 黒 ３ 表示器セレクト 
３５ ＢＵＳＹ ＩＮ ＩＮ 桃 赤 ３ データ更新の停止 
３６ ＧＮＤ  桃 黒 ３  

注）線色およびマーク色と数は、オプションケーブルの仕様を表記しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）出力には短絡保護回路が装備されていません。電源を直接接続しないでください。 

７章 
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BCD コネクタ 

負荷 
ＯＵＴ 

０V 

VＣＣ 

ＭＡＸ ３０Ｖ 

＋９Ｖ 

０Ｖ 

内 

部 

回 

路 

ＭＡＸ ３０ｍＡ 

１ｋΩ 

０V 

１ｋΩ 

Ｎｃｈ形ＦＥＴ･オープンドレイン出力 
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７－３－２ 信号タイミング 

■ Ｅ.Ｏ.Ｃと計測値 
１０ｍｓｅｃ（１～９９ｍｓｅｃの設定可） 

１００μｓｅｃ （１～９９ｍｓｅｃの設定可） 

 

 Ｅ．Ｏ．Ｃ 

 ２９ピン 

 

 ＢＣＤコネクタ   ０．０００１ｍｍ・０．００１ｍｍの桁 

 １～８ピン 

 

 ＢＣＤコネクタ     ０．０１ｍｍ・０．１ｍｍの桁 

 ９～１６ピン 

 

 ＢＣＤコネクタ     １ｍｍ・１０ｍｍの桁 

 １７～２４ピン 

 

 ＢＣＤコネクタ    情報 

 ２５・２６ピン 

 

注）Ｅ.Ｏ.Ｃ ＯＵＴの出力条件 

・ＢＵＳＹの間は出力しない。 

・ＨＯＬＤの間は出力する。 

（なお、ＢＵＳＹも同時に指令された場合、出力しない） 

・ＢＣＤ連結機能が有効で、表示器セレクトがＯＦＦの間は出力しない。 

 

■ 表示器セレクト 
ＢＣＤ連結機能（初期パラメータＰ４０）が有効の場合にのみ、以下の動作を行なう。 

同パラメータが無効の場合は、ＥＣＳＥＬは意味を持たない。 

 ＢＣＤ表示器１ 

 

   ＥＣＳＥＬ ＩＮ 

 

      ３ｍｓｅｃ以下 

 

   ＢＣＤコネクタ 

   1～２９ピン 

 

 ＢＣＤ表示器２    ３ｍｓｅｃ以上 

 

 

   ＥＣＳＥＬ ＩＮ 

 

     ３ｍｓｅｃ以下 

 

    ＢＣＤコネクタ 

    1～２９ピン 

７章 
入出力 
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 ７－４ ＲＳ－２３２Ｃ 

７－４－１ ピン配列と入出力回路 

ＲＳ－２３２Ｃ部のピン配列は、以下の通りです。 

表示器側 

Ｎｏ. 

表示器側 

信号名 
Ｉ／Ｏ 備考 

２ ＲｘＤ ＩＮ 外部機器のＴｘＤに接続 

３ ＴｘＤ ＯＵＴ 外部機器のＲｘＤに接続 

４ ＤＴＲ ＯＵＴ  

５ ＳＧ － 外部機器のＳＧ(ＧＮＤ)に接続 

６ ＤＳＲ ＩＮ  

７ ＲＴＳ ＯＵＴ 外部機器のＤＳＲとＣＴＳに接続 

８ ＣＴＳ ＩＮ 外部機器のＲＴＳに接続 

９ ＥＸＴ ＲＳ ＩＮ ＩＮ プリンタ出力用のトリガ入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ＳＡ－ＣＤ１]        ［外部機器］ 

 ＲｘＤ ←        → ＲｘＤ 

 ＴｘＤ →        ← ＴｘＤ 

 ＤＴＲ →        ← ＤＴＲ 

  ＳＧ －        － ＳＧ 

 ＤＳＲ ←        → ＤＳＲ 

 ＲＴＳ →        ← ＲＴＳ 

 ＣＴＳ ←        → ＣＴＳ 

 

ＥＸＴ ＲＳ ＩＮ ← 

 

 

 

 

 

 

ＲＳ－２３２Ｃコネクタ 
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７－４－２ 通信コマンド手順 

通信コマンドの手順および注意事項は、以下の通りです。 

 本ユニットは初期パラメータ（通信出力モード）で通信コマンド対応モードを

選択すると下記コマンド手順にて通信制御を行ないます。 

 本ユニットはＰＣ等の外部機器からのコマンド受信に対し、レスポンス返信を

行ないます。返信データのないコマンドはコマンド受信応答を返します。 

本ユニットから受信応答がない場合は、通信上のエラーと判断してください。 

 送信データおよび受信データは、全て固定長となっています。データ項目の省

略や桁の省略はできません。ご注意ください。 

具体的には、０(ゼロ)の場合、「＋００．００００」のように、符号を付け、必

要な桁数を０(ゼロ)で埋めてください。 

 下記書式内で「△」はスペース（２０Ｈ）を表します 

 行末の「Ｃ
Ｒ」（０ＤＨ）「Ｌ

Ｆ」（０ＡＨ）は、通信設定パラメータのデリミッタ指

定により、Ｃ
Ｒのみまたは、Ｌ

Ｆのみとなることがあります。 

 特に断りがない場合、英数字はＡＳＣＩＩコードです。 

（「１」と表記されている場合は、１６進数で表現すると３１Ｈとなります） 

１） コマンド受信応答 （Ｒｓ） 

機 能 返信データの無いコマンドおよびコマンド受信エラー時に返信し

ます。 

返信書式 

（表示器→ＰＣ） 

 

１     ６ 

Ｒ ｓ △ <受信応答コード> Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ 

 

データ詳細 受信応答コード（１文字）０＝コマンド受信完了 

   １＝コマンド書式エラー 

 

 

パラメータＰ０６の設定 

ここで説明する通信コマンド手順を実行するためには、初期パラメータＰ０６の設定を

“通信コマンド”（Ｓｄ－１）としてください。 
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７－４－３ 通信コマンドフォーマット 

１） 初期パラメータ設定コマンド （Ｉｓ） 

機 能 初期パラメータを設定します。 

送信書式 

（ＰＣ→表示器） 

 

 

 

 

 

初期パラメータ番号が、Ｐ０２かＰ０７の場合 
１         １０      １６ 

Ｉ
アイ

 ｓ △ <ＣＨ> △ 
<初期パラメ 

ータ番号> 
△ 

<パラメータ 

データ> 
Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ
 

初期パラメータ番号が、Ｐ０２およびＰ０７以外の場合 
１         １０  １２ 

Ｉ
アイ

 ｓ △ <ＣＨ> △ 
<初期パラメ 

ータ番号> 
△ 

<パラメータ 

データ> 
Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ
 

 

返信書式 

（表示器→ＰＣ） 

 

１     ６ 

Ｒ ｓ △ <受信応答コード> Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ 

 

データ詳細 ＣＨ   ：０１    （固定） 

初期パラメータ番号 ：０１～９９ （パラメータ参照） 

パラメータデータ Ｐ０２：００．０１～９９．９９ 

   Ｐ０３：０＝０.１、１＝１、２＝１０(μｍ) 

   Ｐ０４：０＝２－ＯＦＦ、１＝２－ＯＮ 

   Ｐ０６：０＝通信コマンド、１＝内部タイマ 

   Ｐ０７：００．０１～９９．９９(ｓｅｃ) 

   Ｐ０８：０＝Ｅｒ－ＯＦＦ、１＝Ｅｒ－ＯＮ 

   Ｐ５１：００１～２５６ 

   Ｐ９８：０～９（９でパラメータ初期化） 

   Ｐ９９：０＝キーロックＯＦＦ、１＝ＯＮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７章 
入出力 



 

- 38 - 

８章 
ﾄﾗﾌﾞﾙ 
ｼｭｰﾄ 

１章 
安全 

２章 
製品 
概要 

３章 
接続 
設置 

４章 
名称 
機能 

５章 
使い方 

６章 
パラ 

メータ 

７章 
入出力 

 

９章 
仕様 

 

 

２） 初期パラメータ要求コマンド （Ｉｒ） 

機 能 初期パラメータを要求します。 

送信書式 

（ＰＣ→表示器） 

 

 

１         １０ 

Ｉ
アイ

 ｒ △ <ＣＨ> △ 
<初期パラメ

ータ番号> 
Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ
 

 

返信書式 

（表示器→ＰＣ） 

 

 

 

 

 

初期パラメータ番号が、Ｐ０２かＰ０７の場合 
１         １０      １６ 

Ｉ
アイ

 ｒ △ <ＣＨ> △ 
<初期パラメ

ータ番号> 
△ 

<パラメータ 

データ> 
Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ
 

初期パラメータ番号が、Ｐ０２およびＰ０７以外の場合 
１         １０  １２ 

Ｉ
アイ

 ｒ △ <ＣＨ> △ 
<初期パラメ

ータ番号> 
△ 

<パラメータ 

データ> 
Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ
 

 

データ詳細 ＣＨ   ：０１   （固定） 

初期パラメータ番号 ：０１～９９（パラメータ参照） 

パラメータデータ Ｐ０２：００．０１～９９．９９ 

   Ｐ０３：０＝０.１、１＝１、２＝１０(μｍ) 

   Ｐ０４：０＝２－ＯＦＦ、１＝２－ＯＮ 

   Ｐ０６：０＝通信コマンド、１＝内部タイマ 

   Ｐ０７：００．０１～９９．９９(ｓｅｃ) 

   Ｐ０８：０＝Ｅｒ－ＯＦＦ、１＝Ｅｒ－ＯＮ

   Ｐ５１：００１～２５６ 

   Ｐ９８：０～９（９でパラメータ初期化） 

   Ｐ９９：０＝キーロックＯＦＦ、１＝ＯＮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７章 
入出力 



 

- 39 - 

８章 
ﾄﾗﾌﾞﾙ 
ｼｭｰﾄ 

１章 
安全 

２章 
製品 
概要 

３章 
接続 
設置 

４章 
名称 
機能 

５章 
使い方 

６章 
パラ 
メータ 
 

７章 
入出力 

９章 
仕様 

 

 

３） ＳＥＴ Ｎｏ．パラメータ設定コマンド （Ｓｓ） 

機 能 ＳＥＴ Ｎｏ．パラメータを設定します。 

送信書式 

（ＰＣ→表示器） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１         １０     

Ｓ ｓ △ <ＣＨ> △ 
<ＳＥＴ 

Ｎｏ．> 
△ 

<方向 

設定> 
△ 

<測定 

モード> 
△ 

<合否 

判定> 
△ 

 

     ２０          ３０   

<－ＬＩＭＩＴ> △ <＋ＬＩＭＩＴ> △ 
 

       ４０          ５０ 

<ＬＩＭＩＴ３> △ <ＬＩＭＩＴ４> △ 
 

         ６０         

<ＬＩＭＩＴ５> △ <ＬＩＭＩＴ６> △ 
 

 
 ７０       

<ランク1 

表示色> 
△ 

<ランク２ 

表示色> 
△ 

<ランク３ 

表示色> 
△ 

<ランク４ 

表示色> 
△ 

 
   ８０   

<ランク５ 

表示色> 
△ 

<ランク６ 

表示色> 
△ 

<ランク７ 

表示色> 
△ 

 
 

       ９０  ９２ 

<プリセット値> Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ
 

 

返信書式 

（表示器→ＰＣ） 

 

１     ６ 

Ｒ ｓ △ <受信応答コード> Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ 

 

データ詳細 ＣＨ  ：０１    （固定） 

ＳＥＴ Ｎｏ． ：１～７ 

方向設定 ：０＝＋ｄｉｒ、１＝－ｄｉｒ 

測定モード ：０＝Ｃ、１＝＋Ｐ、２＝－Ｐ 

   ３＝Ｐ－Ｐ、４＝Ｐ－Ｐ／２ 

合否判定 ：０＝Ｃ－ＯＦＦ、１＝Ｃ－３、２＝ｒ－３、 

   ３＝ｒ－４、４＝ｒ－５、５＝ｒ－６、 

   ６＝ｒ－７ 

－ＬＩＭＩＴ ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 

＋ＬＩＭＩＴ ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 

ＬＩＭＩＴ３ ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 

ＬＩＭＩＴ４ ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 

ＬＩＭＩＴ５ ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 

ＬＩＭＩＴ６ ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 

ランク１表示色 ：０＝消灯、１＝赤色、２＝緑色、３＝橙色 

ランク２表示色 ：０＝消灯、１＝赤色、２＝緑色、３＝橙色 

ランク３表示色 ：０＝消灯、１＝赤色、２＝緑色、３＝橙色 

ランク４表示色 ：０＝消灯、１＝赤色、２＝緑色、３＝橙色 

ランク５表示色 ：０＝消灯、１＝赤色、２＝緑色、３＝橙色 

ランク６表示色 ：０＝消灯、１＝赤色、２＝緑色、３＝橙色 

ランク７表示色 ：０＝消灯、１＝赤色、２＝緑色、３＝橙色 

プリセット値 ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 
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４） ＳＥＴ Ｎｏ．パラメータ要求コマンド （Ｓｒ） 

機 能 ＳＥＴ Ｎｏ．パラメータを要求します。 

送信書式 

（ＰＣ→表示器） 

 

 

１        ９ 

Ｓ ｒ △ <ＣＨ> △ 
<ＳＥＴ 

Ｎｏ．> 
Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ
 

 

返信書式 

（表示器→ＰＣ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１         １０     

Ｓ ｒ △ <ＣＨ> △ 
<ＳＥＴ 

Ｎｏ．> 
△ 

<方向 

設定> 
△ 

<測定 

モード> 
△ 

<合否 

判定> 
△ 

 

     ２０          ３０   

<－ＬＩＭＩＴ> △ <＋ＬＩＭＩＴ> △ 
 

       ４０          ５０ 

<ＬＩＭＩＴ３> △ <ＬＩＭＩＴ４> △ 
 

         ６０         

<ＬＩＭＩＴ５> △ <ＬＩＭＩＴ６> △ 
 

 
 ７０       

<ランク1 

表示色> 
△ 

<ランク２ 

表示色> 
△ 

<ランク３ 

表示色> 
△ 

<ランク４ 

表示色> 
△ 

 
   ８０   

<ランク５ 

表示色> 
△ 

<ランク６ 

表示色> 
△ 

<ランク７ 

表示色> 
△ 

 
 

       ９０  ９２ 

<プリセット値> Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ
 

 

データ詳細 ＣＨ  ：０１    （固定） 

ＳＥＴ Ｎｏ． ：１～７ 

方向設定 ：０＝＋ｄｉｒ、１＝－ｄｉｒ 

測定モード ：０＝Ｃ、１＝＋Ｐ、２＝－Ｐ 

   ３＝Ｐ－Ｐ、４＝Ｐ－Ｐ／２ 

合否判定 ：０＝Ｃ－ＯＦＦ、１＝Ｃ－３、２＝ｒ－３、 

   ３＝ｒ－４、４＝ｒ－５、５＝ｒ－６、 

   ６＝ｒ－７ 

－ＬＩＭＩＴ ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 

＋ＬＩＭＩＴ ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 

ＬＩＭＩＴ３ ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 

ＬＩＭＩＴ４ ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 

ＬＩＭＩＴ５ ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 

ＬＩＭＩＴ６ ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 

ランク１表示色 ：０＝消灯、１＝赤色、２＝緑色、３＝橙色 

ランク２表示色 ：０＝消灯、１＝赤色、２＝緑色、３＝橙色 

ランク３表示色 ：０＝消灯、１＝赤色、２＝緑色、３＝橙色 

ランク４表示色 ：０＝消灯、１＝赤色、２＝緑色、３＝橙色 

ランク５表示色 ：０＝消灯、１＝赤色、２＝緑色、３＝橙色 

ランク６表示色 ：０＝消灯、１＝赤色、２＝緑色、３＝橙色 

ランク７表示色 ：０＝消灯、１＝赤色、２＝緑色、３＝橙色 

プリセット値 ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 
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５） ＳＥＴ Ｎｏ．設定コマンド （Ｎｓ） 

機 能 ＳＥＴ Ｎｏ．を設定します。 

送信書式 

（ＰＣ→表示器） 

 

 

１        ９ 

Ｎ ｓ △ <ＣＨ> △ 
<ＳＥＴ 

Ｎｏ．> 
Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ
 

 

返信書式 

（表示器→ＰＣ） 

 

１     ６ 

Ｒ ｓ △ <受信応答コード> Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ 

 

データ詳細 ＣＨ  ：０１   （固定） 

ＳＥＴ Ｎｏ． ：１～７  

 

６） ＳＥＴ Ｎｏ．要求コマンド （Ｎｒ） 

機 能 ＳＥＴ Ｎｏ．を要求します。 

送信書式 

（ＰＣ→表示器） 

 

１      ７ 

Ｎ ｒ △ <ＣＨ> ＣＲ 
Ｌ
Ｆ
 

 

返信書式 

（表示器→ＰＣ） 

 

 

１        ９ 

Ｎ ｒ △ <ＣＨ> △ 
<ＳＥＴ 

Ｎｏ．> 
Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ
 

 

データ詳細 ＣＨ  ：０１   （固定） 

ＳＥＴ Ｎｏ． ：１～７ 

 

７） ゼロリセットコマンド （Ｚｒ） 

機 能 現在値を０にリセットします。（プリセット値が設定されている時

はその値になります。） 

送信書式 

（ＰＣ→表示器） 

 

１      ７ 

Ｚ ｒ △ <ＣＨ> ＣＲ 
Ｌ
Ｆ
 

 

返信書式 

（表示器→ＰＣ） 

 

１     ６ 

Ｒ ｓ △ <受信応答コード> Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ 

 

データ詳細 ＣＨ  ：０１   （固定） 

 

８） ピーククリアコマンド （Ｐｒ） 

機 能 ピーク値（＋Ｐ、－Ｐ）を現在値にします。 

送信書式 

（ＰＣ→表示器） 

 

１      ７ 

Ｐ ｒ △ <ＣＨ> ＣＲ 
Ｌ
Ｆ
 

 

返信書式 

（表示器→ＰＣ） 

 

１     ６ 

Ｒ ｓ △ <受信応答コード> Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ 

 

データ詳細 ＣＨ  ：０１   （固定） 
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９） データホールドコマンド （Ｈｒ） 

機 能 現在測定値のホールドを制御します。 

送信書式 

（ＰＣ→表示器） 

 

 

１        ９ 

Ｈ ｒ △ <ＣＨ> △ 
<制御 

コード> 
Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ
 

 

返信書式 

（表示器→ＰＣ） 

 

１     ６ 

Ｒ ｓ △ <受信応答コード> Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ 

 

データ詳細 ＣＨ  ：０１   （固定） 

制御コード ：０＝ＯＦＦ、１＝ＯＮ 

 

１０） エラーリセットコマンド （Ｅｒ） 

機 能 エラーをリセットします。 

送信書式 

（ＰＣ→表示器） 

 

１      ７ 

Ｅ ｒ △ <ＣＨ> ＣＲ 
Ｌ
Ｆ
 

 

返信書式 

（表示器→ＰＣ） 

 

１     ６ 

Ｒ ｓ △ <受信応答コード> Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ 

 

データ詳細 ＣＨ  ：０１   （固定） 
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１１） ユニットステータス要求コマンド （Ｃｒ） 

機 能 ステータスを要求します。 

送信書式 

（ＰＣ→表示器） 

 

１      ７ 

Ｃ ｒ △ <ＣＨ> ＣＲ 
Ｌ
Ｆ
 

 

返信書式 

（表示器→ＰＣ） 

 

 

 

 

 

１         １０   

Ｃ ｒ △ <ＣＨ> △ 
<ステー

タス１> 
△ 

<ステー

タス２> 
△ 

<エラー

１> 
△ 

 

      １９ 

<エラー

２> 
△ 

<エラー

３> 
△ 

<エラー

４> 
Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ
 

 

データ詳細 ＣＨ   ：０１   （固定） 

ステータスコード１   

 Ｄ７  ：０固定  

 Ｄ６  ：０固定  

 Ｄ５  ：１固定  

 Ｄ４  ：１固定 

 Ｄ３  ：＊未定義 

 Ｄ２  ：パラメータ編集（０＝未実行、１＝実行中） 

 Ｄ１  ：ＡＢＳ表示（０＝リセット、１＝ＡＢＳ） 

 Ｄ０  ：＊未定義 

ステータスコード２   

 Ｄ７  ：０固定  

 Ｄ６  ：０固定  

 Ｄ５  ：１固定  

 Ｄ４  ：１固定 

 Ｄ３  ：＊未定義 

 Ｄ２  ：＊未定義 

 Ｄ１  ：ホールド状態（０＝ＯＦＦ、１＝ＯＮ） 

 Ｄ０  ：ＳＥＴ Ｎｏ．外部指定（１＝外部指定） 

エラーコード１ 

 Ｄ７  ：０固定  

 Ｄ６  ：０固定  

 Ｄ５  ：１固定  

 Ｄ４  ：１固定  

 Ｄ３  ：［Ｅｒｒ１１０］検出器タイプエラー 

 Ｄ２  ：［Ｅｒｒ２００］パラメータＲ／Ｗエラー 

 Ｄ１  ：＊未定義 

 Ｄ０  ：＊未定義 

エラーコード２ 

 Ｄ７  ：０固定  

 Ｄ６  ：０固定  

 Ｄ５  ：１固定  

 Ｄ４  ：１固定  

 Ｄ３  ：［Ｅｒｒ１００］検出器未接続 

 Ｄ２  ：［Ｅｒｒ１３０］検出器通信エラー 

 Ｄ１  ：＊未定義  

 Ｄ０  ：［Ｅｒｒ＊＊＊］検出器座標値エラー 
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 エラーコード３ 

 Ｄ７  ：０固定  

 Ｄ６  ：０固定  

 Ｄ５  ：１固定 

 Ｄ４  ：１固定 

 Ｄ３  ：［Ｅｒｒ２１０］内部メモリオーバーフロー 

 Ｄ２  ：［Ｅｒｒ１２０］検出器オーバーストローク 

 Ｄ１  ：［Ｅｒｒ３００］通信エラー 

 Ｄ０  ：［Ｅｒｒ３０１］通信コマンドエラー 

エラーコード４ 

 Ｄ７  ：０固定 

 Ｄ６  ：０固定 

 Ｄ５  ：１固定 

 Ｄ４  ：１固定 

 Ｄ３  ：［Ｅｒｒ３１０］リミット値設定エラー 

 Ｄ２  ：［Ｅｒｒ３２０］ポジションオーバーフロー 

 Ｄ１  ：［Ｅｒｒ３１１］パラメータ設定エラー 

 Ｄ０  ：［ＩＮＩＴ］パラメータ初期化 

 

 

１２） 測定データ１要求コマンド （Ｄ１） 

機 能 測定データを要求します。 

送信書式 

（ＰＣ→表示器） 

 

 

１        ９ 

Ｄ １ △ <ＣＨ> △ 
<ＳＥＴ 

Ｎｏ．> 
Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ
 

 

返信書式 

（表示器→ＰＣ） 

 

 

 

 

 

１         １０ 

Ｄ １ △ <ＣＨ> △ 
<ＳＥＴ 

Ｎｏ．> 
△ 

<測定 

モード> 
△ 

 

         ２０    ２４ 

<測定値> △ 
<合否 

判定> 
△ 

<表示 

モード> 
Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ
 

 

データ詳細 ＣＨ  ：０１    （固定） 

ＳＥＴ Ｎｏ． ：０・１～７ （０は表示中のＳＥＴ Ｎｏ.） 

測定モード ：０＝Ｃ、１＝＋Ｐ、２＝－Ｐ 

   ３＝Ｐ－Ｐ、４＝Ｐ－Ｐ／２ 

測定値  ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 

合否判定コード ：Ｃ－３の場合 

    １＝－ＮＧ、２＝ＯＫ、３＝＋ＮＧ 

   Ｒ－３～７の場合 

    １～７ 

   （合否判定設定ＯＦＦ時は０返答） 

Ｅｒｒ発生の場合 

９ 

表示モード ：０＝０．１μｍ、１＝１μｍ、２＝１０μｍ 
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７－４－４ 通信コマンドを使用しない送信 

初期パラメータＰ０６の設定により、外部機器からの通信コマンドを使用しないでデー

タを出力させることができます。 

プリンタへの出力などに便利な機能です。 

データ出力のトリガは、内部タイマまたはＥＸＴ ＲＳ ＩＮ信号線を利用します。 

■ 内部タイマモード（初期パラメータＰ０６＝Ｓｄ－２） 

内部タイマにより自動的にデータ出力を行ないます。データの出力は、電源投入ととも

に開始します。内部タイマの値は、初期パラメータＰ０７により設定します。 

出力書式 

（表示器→外部） 

 

１         １０ 

<測定値> Ｃ
Ｒ 

Ｌ
Ｆ
 

 

データ詳細 測定値 ：－９９．９９９９～＋９９．９９９９ 

 
 

ＥＸＴ ＲＳ ＩＮ による出力 

ＥＸＴ ＲＳ ＩＮ信号線を利用した出力は、初期パラメータＰ０６＝Ｓｄ－１のときに

可能です。ただし、通信コマンドと同時に指令しないようにしてください。通信エラーが

発生することがあります。 

なお、出力書式は、上記の内部タイマモードと同じです。 
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８．トラブルシュート 
 

 ８－１ エラー 

使用中にエラーが発生すると、下表に示すエラーＮｏ．が表示され、バックライトが赤

色となります。 

 

Ｎｏ. 内容 原因 解除方法 

Ｉｎｉｔ 

(表示)  

 

パラメータ 

初期化 

初期パラメータＰ９８の操作にてパラ

メータを初期化した 

［ＲＥＳＥＴ］キー 

または通信コマンドにて

エラーリセットを指令 

 

Ｎｏ. 要因 

０００番台 検出器自身が検知するエラー。 

ほとんどの場合が、劣化や機械的または電気的な損傷による致命的なエラー。 

ノイズによる一時的なエラーの場合もある。確認方法としては、正常品と交換

し、正常品でもエラーが発生するのかをチェックすることを推奨する。 

１００番台 表示器が検知する検出器関連のエラー。 

接続ミスなどの一時的なエラーである場合が多い。 

２００番台 表示器内部の制御に関するエラー。 

劣化や機械的または電気的な損傷によるエラー。 

３００番台 表示器の操作などに関するエラー。 

なお、通信関連のエラーは、ノイズによる一時的なエラーの場合もある。確認

方法としては、正常品と交換し、正常品でもエラーが発生するのかをチェック

することを推奨する。 

 

Ｎｏ. 内容 原因 解除方法 

０２０ 

 

システムパラメ

ータ異常 

検出器のシステムパラメータに異常が

発見された 

検出器を修理または交換

する必要があります。 

０２１ 

 

補正パラメータ

異常 

検出器の補正パラメータに異常が発見

された 

（同上） 

０２２ 

 

稼働履歴データ

異常 

検出器の稼働履歴データに異常が発見

された 

（同上） 

０３０ 

 

パラメータ 

初期化 

検出器のパラメータの初期化が実行さ

れた 

（同上） 

０４０ 

 

光量ダウン 検出器内の光源の光量が低下した ［ＲＥＳＥＴ］キー 

または通信コマンドにて

エラーリセットを指令 

解除されない場合は検出

器を修理または交換する

必要があります。 

０５０ 

 

センサＩＣ通信

データエラー 

検出器内にて、センサＩＣとの通信で

データエラーが発生した 

（同上） 

０６０ 

 

ＡＢＳデータ異

常 

検出器内にて、ＡＢＳデータを正常に

読み取れなかった 

（同上） 
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Ｎｏ. 内容 原因 解除方法 

１００ 

 

検出器未接続 検出器が接続されていない、または断

線などの検出器の故障 

正常な検出器を検知する

と自動的に解除される。 

１１０ 

 

検出器タイプ 

エラー 

使用できない検出器を接続し、起動し

た 

使用可能な検出器を接続

する。 

１２０ 

 

オーバー 

ストローク 

突き上げ等により最大ストローク量を

超えた 

［ＲＥＳＥＴ］キー 

または通信コマンドにて

エラーリセットを指令 

１３０ 

 

検出器通信 

エラー 

検出器との通信エラー、または断線な

どの検出器の故障 

（同上） 

 

Ｎｏ. 内容 原因 解除方法 

２００ 

 

パラメータ 

Ｒ／Ｗエラー 

パラメータ類の読み書きにて異常が発

生 

［ＲＥＳＥＴ］キーを 

５秒以上押す。 

または通信コマンドにて

エラーリセットを指令 

２１０ 

 

内部メモリ 

オーバーフロー 

内部のメモリがオーバーフローした ［ＲＥＳＥＴ］キー 

または通信コマンドにて

エラーリセットを指令 

 

Ｎｏ. 内容 原因 解除方法 

３００ 外部通信エラー ＲＳ－２３２Ｃ通信での下記のエラー 

パリティエラー／フレーミングエラー

／オーバーランエラー／通信停止１秒

／ＲＴＳのＯＦＦなどによる通信中断

１０秒 

［ＲＥＳＥＴ］キー 

または通信コマンドにて

エラーリセットを指令 

または正常コマンドを送

信する。 

３０１ 

 

外部コマンド 

エラー 

通信コマンドのフォーマット異常 

通信コマンドによるパラメータの書込

み時に、データが規定の範囲外 

（同上） 

３１０ 

 

リミット値設定 

エラー 

ＳＥＴ Ｎｏ．パラメータのリミット値

の大小関係が異常 

［ＲＥＳＥＴ］キー 

入力し直す。 

※入力し直さなくて計測

できますが、正常な判定

はできません。 

３１１ 

 

パラメータ設定 

エラー 

キー操作によるパラメータの設定時

に、データが規定の範囲外 

［ＲＥＳＥＴ］キー 

入力し直す。 

３２０ ポジション 

オーバーフロー 

測定値が表示範囲を超えた 測定値が表示範囲内にな

るようにする。 
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 ８－２ 困ったときは 

 

こんなとき 調べてみてください 

電源が入らない 電源の接続は正しいですか？ 

電源は正しく供給されていますか？ 

＋／－は逆に接続していませんか？ 

電源電圧は正しいですか？ 

電流容量は充分ですか？ 

計測値が変化しない ＨＯＬＤ信号が入力されていませんか？ 

ＨＯＬＤ信号が入力されていると、表示部右上に「ＨＯＬＤ」

が表示されます。 

電源を切って、検出器の抜き差しを行なってみてください。 

精度が正しくない 

 

検出器の取り付けにガタがありませんか？ 

測定端子はゆるんでいませんか？ 

過度な振動や衝撃はありませんか？ 

検出器をガイドレールなどに載せ、エアシリンダなどで上下さ

せる場合、特に上端側（逃げ側）の機械的なストッパに激しく

衝突させていると、その衝撃によってミスカウントすることが

あります。ショックアブソーバなどを設け、衝撃を緩和するか、

エアシリンダの動作速度を遅くするか、などの対策を実施して

ください。 

スピンドルは正しく上下していますか？ 

取り付け時に過度に締め付けた場合、スピンドルの作動を悪くす

ることがあります。 

キー入力ができない キーロック状態になっていませんか？ 

キーロックの解除は、〔ＳＥＴ〕〔Ｐ－ＣＬＥＡＲ〕〔ＲＥＳＥＴ〕

の３つのキーを同時に約３秒間押します。 

電源を切って、数秒待ってから、再度電源を入れてください。 
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 ９－１ 主な仕様 

Ｎｏ． 項  目 仕     様     値 

１ 製 品 型 式 ＳＡ－ＣＤ１Ｎ ＳＡ－ＣＤ１Ｎ／ＢＯ ＳＡ－ＣＤ１Ｎ／ＲＳ 

２ 電 源 電 圧 ＤＣ１２～２４Ｖ±１０％ 

３ 消 費 電 流 ２００ｍＡ以下(検出器接続時) 

４ 表 示 極性及び６桁、モード表示、緑／赤バックライト付きＬＣＤ 

５ 表 示 分 解 能 ０．１μｍ／１μｍ／１０μｍ 

６ 表 示 範 囲 －９９．９９９９～９９．９９９９ｍｍ 

７ 量 子 化 誤 差 ±１ｄｉｇｉｔ 

８ 
セ ン サ ヘ ッ ド 

入 力 数 
１ｃｈ 

９ 
セ ン サ ヘ ッ ド 

供 給 電 圧 
ＤＣ５Ｖ±１０％ 

１０ リ セ ッ ト 機 能 任意位置でのリセット可(キー、外部信号、ＲＳコマンドによる) 

１１ プリセット機能 極性および６桁 

１２ データホールド 外部信号による表示およびデータのホールド 

１３ ピークホールド ＋Ｐ,－Ｐ,Ｐ－Ｐ,Ｐ－Ｐ／２（キー、ＲＳコマンドにて設定） 

１４ 測 定 方 向 切 替 ＋／－（設定により切替可） 

１５ エ ラ ー 機 能 装備 

１６ 合 否 判 定 機 能 －ＮＧ／ＯＫ／ＮＧ 

１７ 測 定 条 件 登 録 ７種類(キー、ＲＳコマンド) 

１８ Ｂ Ｃ Ｄ なし 装備 なし 

１９ ＲＳ－２３２Ｃ なし なし 装備 

２０ 入 力 信 号 リセット／ホールド／ピーククリア 

２１ 出 力 信 号 －ＮＧ／ＯＫ／＋ＮＧ／エラー 

２２ 使 用 周 囲 温 度 
０～＋５５℃（但し、結露および氷結しないこと） 

保存時：－１０～＋６０℃ 

２３ 使 用 周 囲 湿 度 ３５～８５％ＲＨ 、保存時：３５～８５％ＲＨ 

２４ 耐 振 動 

１０～１５０Ｈｚ 複振幅０．７５ｍｍ 

または、加速度４８ｍ／ｓ２（切替周波数５８Ｈｚ） 

ＸＹＺ各方向２時間 

２５ 材 質 表面シート：ポリエステル／ケース：ＡＢＳ 

２６ 質 量 約６０ｇ 約１１０ｇ 約１１０ｇ 
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 ９－２ 外形寸法図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SA-CD1 

SA-CD1/RS 

SA-CD1/BO 

９章 
仕様 

検査合格証 

 

この製品は、シチズンファインデバイスの社内規格に合格してい

ることを保証します。 

 

 
 

〒401-0395  山梨県南都留郡富士河口湖町船津 6663-2 

          TEL：0555-22-1141 FAX：0555-23-2106 

URL：http://cfd.citizen.co.jp 
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